
【一薬の魅力㉑薬に強い看護師らを養成〈２〉看護学生も薬学を学習 本学独

自科目「薬学への招待」】                2025/5/１９公開 

  

１９６０年に創立した第一薬科大学は２０２０年、「薬に強い看護師・保健師・助産師の

養成」を目指して看護学部も開設。２０２４年には１期生を世に送り出しました。 

 今年３月には第 114 回看護師・第 111 回保健師・第 108 回助産師の国家試験合格発

表がありましたが、本学の新卒者合格率は看護師が93％、保健師100％、助産師100％。

着実に実績を残しつつあります。 

 本学には独自科目として、薬・看護両学部の新入生が合同で学ぶ「薬学への招待」があり

ます。初回は座学でしたが、薬学部の学生はもちろん、看護学部の学生も薬学部の白衣を着

て薬剤師体験を行うそうです。両学部の学生は普段受講している校舎は違いますが、交流し

ながら学ぶことができます。 

 初回は俵口奈穂美教授が「薬剤師の活躍分野」というテーマで講義。病院や薬局などで働

く薬剤師の姿を紹介しましたが、とくに病院では医師や看護師、薬剤師らさまざまなスタッ

フによる連携が必要な「チーム医療」について説明。学生らは熱心に聴講していました。 


